
JP 4785638 B2 2011.10.5

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メモリに記憶されている処理対象のファイルを特定するためのシートであって、ユーザ
が当該シートに情報を付加することによって、当該処理対象のファイルを処理するときの
処理設定を指定するためのシートに対応する画像を、印刷装置にシートへ印刷させる印刷
制御手段と、
　前記印刷制御手段により印刷されたシートを読取装置が読み取ることで得られた読取画
像を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された読取画像に基づき、前記メモリに記憶されている処理対
象のファイルを特定する特定手段と、
　前記取得手段により取得された読取画像に含まれている、ユーザにより前記シートに付
加された情報に基づき、前記特定手段により特定された処理対象のファイルを処理すると
きの処理設定を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された処理設定に従って、前記特定手段により特定された処理
対象のファイルに所定の処理を実行する実行手段と、
　を有し、
　前記取得手段により、処理設定を指定するための情報がユーザにより付加された２枚の
シートに対応する読取画像が取得された場合に、前記決定手段は、前記特定手段により当
該２枚のシートのうちの第１のシートに基づいて特定された処理対象のファイルに対する
処理設定を、当該第１のシートに付加された情報を用いずに、当該２枚のシートのうちの
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第２のシートに付加された情報に基づいて決定し、前記実行手段は、決定された当該処理
設定に従って、当該処理対象のファイルに前記所定の処理を実行することを特徴とする情
報処理装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記決定手段は、前記読取画像に含まれるユーザにより前記第１のシートに付加された
情報に基づいて、当該第１のシートに基づき特定された処理対象のファイルに対する処理
設定を前記第２のシートにより決定することがユーザにより指示されていると判断した場
合に、当該処理対象のファイルに対する処理設定を、当該第２のシートに付加された情報
に基づいて決定することを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記印刷制御手段により印刷されるシートは、処理対象のファイルを処理するときの処
理設定を当該シートとは異なるシートにより決定するか、ユーザが情報を付加することに
よって、当該処理対象のファイル毎に個別に指定可能なシートであり、
　前記決定手段は、前記読取画像に基づき、前記第２のシートにより処理設定を決定する
処理対象のファイルを特定し、当該特定されたファイルの処理設定を、当該第２のシート
に付加された情報に基づいて決定することを特徴とする情報処理装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項において、
　前記印刷制御手段は、前記メモリに記憶されている処理対象のファイルを特定するため
のコードを含む画像をシートに印刷させ、
　前記特定手段は、前記取得手段により取得された読取画像に含まれる前記コードに基づ
き、前記メモリから前記処理対象のファイルを特定することを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項において、
　前記印刷制御手段は、処理対象の候補である複数のファイルから処理対象のファイルを
、ユーザが情報を付加することによって選択するためのシートに対応する画像を、シート
へ印刷させ、
　前記特定手段は、前記読取画像に含まれるユーザが前記シートに付加した情報に基づき
、前記複数のファイルからユーザにより選択されたファイルを特定することを特徴とする
情報処理装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項において、
　前記第１のシートは、前記２枚のシートのうちの前記読取装置により先に読み取られた
シートであり、前記第２のシートは、当該２枚のシートのうちの前記読取装置により後に
読み取られたシートであることを特徴とする情報処理装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項において、
　前記所定の処理は印刷処理であり、
　前記実行手段は、前記決定手段により決定された印刷設定に従って、前記特定手段によ
り特定された処理対象のファイルに対応する画像を、前記印刷装置に印刷させることを特
徴とする情報処理装置。
【請求項８】
　メモリに記憶されている処理対象のファイルを特定するためのシートであって、ユーザ
が当該シートに情報を付加することによって、当該処理対象のファイルを処理するときの
処理設定を指定するためのシートに対応する画像を、印刷装置にシートへ印刷させる印刷
制御工程と、
　前記印刷制御工程において印刷されたシートを読取装置が読み取ることで得られた読取
画像を取得する取得工程と、
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　前記取得工程において取得された読取画像に基づき、前記メモリに記憶されている処理
対象のファイルを特定する特定工程と、
　前記取得工程において取得された読取画像に含まれている、ユーザにより前記シートに
付加された情報に基づき、前記特定手段により特定された処理対象のファイルを処理する
ときの処理設定を決定する決定工程と、
　前記決定工程において決定された処理設定に従って、前記特定工程において特定された
処理対象のファイルに所定の処理を実行する実行工程と、
　を有し、
　前記取得工程において、処理設定を指定するための情報がユーザにより付加された２枚
のシートに対応する読取画像を取得した場合に、前記決定工程では、前記特定工程におい
て当該２枚のシートのうちの第１のシートに基づいて特定された処理対象のファイルに対
する処理設定を、当該第１のシートに付加された情報を用いずに、当該２枚のシートのう
ちの第２のシートに付加された情報に基づいて決定し、前記実行工程では、決定された当
該処理設定に従って、当該処理対象のファイルに前記所定の処理を実行することを特徴と
する情報処理方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の情報処理方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シートの読取画像に基づいて、処理対象のファイルを処理するときの設定を
決定する情報処理装置、情報処理方法、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＭＦＰのスキャン機能を利用してユーザが鉛筆やペン等で記入したマークシートを読み
取り、解析した印刷制御命令に従って印刷を行うシートスキャン方式については、様々な
技術が公開されている。たとえば、記録動作の前に画像読取手段によって記録動作指示を
読み取り、記録動作指示通りに記録動作する入出力装置に関して提案されている（たとえ
ば、特許文献１参照。）。
【０００３】
　また、記録画像、各画像の部数、記録紙サイズ、画像補正処理を指定可能なプルーフシ
ートを印刷し、ユーザがマークしたプルーフシートを読み取り、マークを解析した後に、
その指示に従い記録を行う提案もされている（たとえば、特許文献２参照。）。
【特許文献１】特開２００４－３４５８４号公報
【特許文献２】特開２００５－２３６９８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、メモリカードの大容量化に伴う画像蓄積枚数の増加によって、印刷したい多数
の画像を、マークシートで印刷指定するためには、何枚ものマークシートを印刷する必要
があった。また、印字設定が同じ場合でも、各マークシート毎に印刷する画像、部数、記
録紙サイズ、画像補正処理に対してマークしていかなければならない。
【０００５】
　図３は、従来のマークシートＭＳ１１の一例である。
【０００６】
　印刷モード設定３０１には、記録紙サイズ、記録紙メディアタイプ、および、フチあり
／なし印刷を指定するためのマークを有する。また、補正処理として、画像が撮影された
日付を記録時に画像と合成して印字させるための日付印字する／しないを指定する日付印
字マークが印字されている。さらに、画像の輝度、彩度のヒストグラムと画像データに記
載されている撮影条件から最適な印字品位を実現するための画像補正を行う自動画像補正
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を行うか否かを指定するマークが印字されている。
【０００７】
　画像情報３０２には、このマークシートＭＳ１１で指定できる画像を縮小したサンプル
イメージと、その画像の撮影された日付、印字枚数を指定するマークが備えられている。
【０００８】
　また、画像番号範囲３０３は、このマークシートＭＳ１１で指定される画像がメモリカ
ード内の画像の何番目から何番目まであるのかを識別するためのバーコードである。
【０００９】
　ユーザは、シートスキャン方式でメモリカード内の画像データを印刷するに当たり、オ
ペレーションでこのマークシートＭＳ１１を印刷させなければならない。そして、印刷さ
れたマークシートＭＳ１１のマークを指定することで簡単に画像をプリントすることが可
能となる。しかし、上記のようにメモリカードの大容量化に伴い、メモリカード内に蓄積
可能な画像枚数が増加したことで、多くの画像をシートスキャン方式で印刷するには、何
枚ものマークシートＭＳ１１を印刷する必要がある。
【００１０】
　さらに、図３のマークシートＭＳ１１のように、シートスキャン方式では、マークシー
トＭＳ１１毎の画像に対する印刷設定は、そのマークシートＭＳ１１の印刷モード設定３
０１でしか指定できない。したがって、各マークシートＭＳ１１で同じ印刷モード設定を
マークしなければならない。
【００１１】
　さらに、以前使用したマークシートＭＳ１１の記録条件の一部を変更したり、１つの画
像についてのみ設定を変えたい場合でも、変更する必要の無い設定に関してもマークしな
ければならない。
【００１２】
　本発明は、処理対象のファイルを処理するときの設定を、複数のシートを読取装置に読
み取らせることにより、簡単に決定させることができる情報処理装置、情報処理方法、お
よびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記の課題を鑑みて本発明は、メモリに記憶されている処理対象のファイルを特定する
ためのシートであって、ユーザが当該シートに情報を付加することによって、当該処理対
象のファイルを処理するときの処理設定を指定するためのシートに対応する画像を、印刷
装置にシートへ印刷させる印刷制御手段と、前記印刷制御手段により印刷されたシートを
読取装置が読み取ることで得られた読取画像を取得する取得手段と、前記取得手段により
取得された読取画像に基づき、前記メモリに記憶されている処理対象のファイルを特定す
る特定手段と、前記取得手段により取得された読取画像に含まれている、ユーザにより前
記シートに付加された情報に基づき、前記特定手段により特定された処理対象のファイル
を処理するときの処理設定を決定する決定手段と、前記決定手段により決定された処理設
定に従って、前記特定手段により特定された処理対象のファイルに所定の処理を実行する
実行手段とを有し、前記取得手段により、処理設定を指定するための情報がユーザにより
付加された２枚のシートに対応する読取画像が取得された場合に、前記決定手段は、前記
特定手段により当該２枚のシートのうちの第１のシートに基づいて特定された処理対象の
ファイルに対する処理設定を、当該第１のシートに付加された情報を用いずに、当該２枚
のシートのうちの第２のシートに付加された情報に基づいて決定し、前記実行手段は、決
定された当該処理設定に従って、当該処理対象のファイルに前記所定の処理を実行するこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、処理対象のファイルを処理するときの設定を、複数のシートを読取装
置に読み取らせることにより、簡単に決定させることができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　発明を実施するための最良の形態は次の実施例である。
【実施例１】
【００１７】
　図１は、本発明の実施例１である画像処理装置の例であるＭＦＰ１００の概観を示す装
置斜視図である。
【００１８】
　ＭＦＰ１００は、図１（１）、（２）に示すように、表示部１０１と、操作部１０２と
、カードインタフェース１０３と、読取部１０４と、記録部１０５とを有する。
【００１９】
　図１（１）に示すように、読取部１０４、記録部１０５を閉じた状態で設置されている
。コピーや、実施例１におけるシートスキャンを実行する際に、図１（２）に示すように
、読取部１０４の読み取りカバーを開け、ガラス面に原稿を置く。そして、読み取りカバ
ーを閉じ、記録部１０５の記録カバーを開き、操作部１０２に設けられているスタートキ
ーを押下することによって、所望する機能を実行する。
【００２０】
　図２は、ＭＦＰ１００の構成を示すブロック図である。
【００２１】
　ＭＦＰ１００は、ＣＰＵ２０１と、ＲＯＭ２０２と、ＲＡＭ２０３と、画像メモリ２０
４と、操作部１０２と、読取制御部２０６と、ＣＳ２０７と、ブック読取制御部２０９と
、通信制御部２１０と、符号復号化処理部２１１とを有する。また、ＭＦＰ１００は、画
像処理部２１２と、記録制御部２１３と、カラープリンタ２１４と、カードリーダインタ
フェース２１５と、カードリーダ２１６とを有する。
【００２２】
　ＣＰＵ２０１は、システム制御部であり、ＭＦＰ１００の全体を制御する。ＲＯＭ２０
２は、ＣＰＵ２０１の制御プログラムやオペレーティングシステム（ＯＳ）プログラム等
を格納する。ＲＡＭ２０３は、ＳＲＡＭ等で構成され、プログラム制御変数等を格納する
。また、オペレータが登録した設定値や装置の管理データ等や各種ワーク用バッファも、
ＲＡＭ２０３に格納される。画像メモリ２０４は、ＤＲＡＭ等で構成され、画像データを
蓄積する。実施例１では、ＲＯＭ２０２に格納されている各制御プログラムは、ＲＯＭ２
０２に格納されているＯＳの管理下で、スケジューリングやタスクスイッチ等のソフトウ
エア制御が行われる。操作部１０２は、各種キー、ＬＥＤ、ＬＣＤ等で構成され、オペレ
ータによる各種入力操作や、入力操作に合わせた画面や、機能動作状況、装置状態を表示
等する。
【００２３】
　読取制御部２０６は、ＣＳ２０７やブック読取制御部２０９を制御することによって、
読取部１０４に置かれた原稿を読み取り、ＲＡＭ２０３に記憶する。ＣＳイメージセンサ
（密着型イメージセンサ）２０７が、原稿を光学的に読み取り、電気的な画像信号に変換
し、ＡＤ変換によってデータ化する。その後に、シェーディング補正、デバイス依存色空
間補正等の画像処理を施し、高精細な画像データをＲＡＭ２０３に出力する。
【００２４】
　また、ブック読取制御部２０９は、読取制御部２０６が指定したモータ駆動テーブルと
、モータステップ速度とに従って、モータ制御を行い、ＣＳ２０７を原稿と平行して移動
させることによって、原稿１枚を読み取る。なお、実施例１は、読取制御部２０６では、
原稿台にある原稿をスキャンするブック読取制御に関するが、原稿を搬送しながら読取を
行うシート読取制御についても、同様に有効である。
【００２５】
　通信制御部２１０は、ＭＯＤＥＭ（変復調装置）、ＮＣＵ（網制御装置）等によって構
成されている。実施例１における通信制御部２１０は、アナログの通信回線（ＰＳＴＮ）
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に接続され、Ｔ３０プロトコルでの通信制御、通信回線に対する発呼および着呼等の回線
制御を行う。
【００２６】
　符号復号化処理部２１１は、ＭＦＰ１００で扱う画像データの符号復号化処理や拡大縮
小処理を行う。カラー画像データに関しては、ＪＰＥＧの圧縮伸長を行い、モノクロ画像
データに対してはＭＲ圧縮伸長を行う。
【００２７】
　画像処理部２１２は、画像データのミリ－インチ解像度変換を含む解像度変換や、ＲＡ
Ｍ２０３に記憶されている画像データの解析、その解析結果から最適な画質で記録可能な
ように色補正を行う画像処理、画像データの回転等の処理を行う。また、画像処理部２１
２は、ページ記述言語（ＰＤＬ）等の解析、キャラクタデータのＣＧ展開等、画像データ
の変換を行う。
【００２８】
　記録制御部２１３は、ＲＡＭ２０３に記憶されている画像データを読み出し、画像処理
部２１２に対して、スムージング処理や記録濃度補正処理、色補正等の各種画像処理を施
すように制御する。また、カラープリンタ２１４で印字可能なプリントデータに変換させ
、記録ページ毎に制御する。
【００２９】
　カラープリンタ２１４は、レーザビームプリンタやインクジェットプリンタ等のカラー
プリンタで構成され、記録制御部２１３で作成されたプリントデータを受け取り、そのプ
リントデータを記録紙に印刷する。
【００３０】
　カードリーダインタフェース２１５は、カードリーダ２１６に接続するためのインタフ
ェースであり、カードリーダからのデータの読み取りや、カードリーダへのデータ書き込
みを制御する。なお、実施例１では、カードリーダインタフェース２１５としてＵＳＢイ
ンタフェースを用いているが、その限りではない。
【００３１】
　カードリーダ２１６は、ＵＳＢインタフェースのストレージクラスに対応し、コンパク
トフラッシュ（登録商標）、ＳＤ、メモリスティック等の各メモリカードの挿入口を持ち
、ハードウェア割り込みで、カードの挿抜をＣＰＵ２０１に通知する。
【００３２】
　図６は、実施例１で作成されるファイルリストと印刷モード設定とを示す図である。
【００３３】
　ファイルリスト６０１は、カードリーダ２１６にメモリカードが差されたことを、ＣＰ
Ｕ２０１が検知したときに、ＲＡＭ２０３に割り当てられる。ＣＰＵ２０１は、カードリ
ーダ２１６に、メモリカードが挿されたことを検知すると、カードリーダインタフェース
２１５を介して、メモリカード内の印字対象となる画像を検索する。検索されたファイル
は、フォルダ名とファイル名とから、名前順にソートされ、ファイル番号に相当する配列
に、フォルダ名、ファイル名別に記憶される。
【００３４】
　このときに、ファイルリスト６０１の印字枚数は、全て０で初期化される。図６では、
名前順にソートした結果をリストにしているが、画像の撮影された日時順でソートするよ
うにしてもよい。また、印字モード設定６０２において、ファイルリスト６０１が作成さ
れたときに、各設定は、所定の初期値に初期化される。マークシートを解析した結果を、
ファイルリスト６０１と印字モード設定６０２とに設定することによって、全マークシー
トの解析結果後の整合性のチェックに使用することができる。また、印刷枚数が設定され
ている画像を、印刷モード設定に従って印刷することができる。
【００３５】
　次に、実施例１の処理動作手順について説明する。
【００３６】
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　図８は、実施例１において、シートスキャン制御方式の全体の動作を示すフローチャー
トである。
【００３７】
　この動作は、読取部１０４の読み取りカバーを開け、ガラス面に原稿を置き、操作部１
０２を介して、マークシートによる画像印刷が選択されたときに実行される。
【００３８】
　マークシートによる画像印刷が選択されると、ファイルリスト６０１の印字枚数を０に
初期化し（Ｓ８０１）、印字モード設定６０２の各項目を所定の値で初期化する（Ｓ８０
２）。そして、次のマークシートを読み取るか否かの判定に使用するＮｅｘｔＰａｇｅＲ
ｅｑｕｅｓｔＦｌａｇ変数を初期化し（Ｓ８０３）し、読取制御部２０６に読取解像度、
色数を指定し、読取部１０４に置かれたマークシートを読み取る（Ｓ８０４）。
【００３９】
　読み取られたマークシートの画像データは、１枚分の画像データとして、画像メモリ２
０４に蓄積される。この蓄積されたマークシートの画像データを解析するために、マーク
シートを解析する（Ｓ８０５）。
【００４０】
　図４は、実施例１で使用するマークシートＭＳ１を示す図である。
【００４１】
　マークシートを解析する場合、印刷モード設定４０１における印字モードを解析し、“
次頁の印刷設定を参照する”、“次頁の画像を追加する”のマークが指定されている場合
、ＮｅｘｔＰａｇｅＲｅｑｕｅｓｔＦｌａｇ変数を、ＹＥＳに設定し、処理を終了する。
ＮｅｘｔＰａｇｅＲｅｑｕｅｓｔＦｌａｇ変数がＹＥＳであれば、次のマークシートを読
み取るために、ステップＳ８０３に戻る。この際、読取部１０４にマークシートを置き、
操作部１０２のスタートキーを押下することを、ユーザに促す表示を、表示部１０１に表
示する。
【００４２】
　ユーザが、マークシートを置き換え、スタートキーを押下すると、Ｓ８０３から再度実
行する。Ｓ８０６で、ＮｅｘｔＰａｇｅＲｅｑｕｅｓｔＦｌａｇ変数がＮＯであれば、次
のマークシートを読む指定が無いと判断し、Ｓ８０７に進む。
【００４３】
　Ｓ８０７では、マークされた印刷モード設定、印字画像の設定に不整合の有無をチェッ
クする。たとえば、記録紙サイズ、メディアタイプ、フチなしあり／なしが２つ以上マー
クされている等の不整合性をチェックする。実施例１のマークシートＭＳ１では、重複し
て選択される項目はないが、補正処理の数が増加し、指定された補正処理が特定のメディ
アタイプでないと有効にならない場合や、補正処理の組み合わせによって不整合となる場
合について、チェックする。
【００４４】
　また、印字制御を行う上で必要な設定がされていない場合、不整合であると判断する。
Ｓ８０７で不整合と判断されると、エラー処理に進み、本処理を終了する。
【００４５】
　エラー処理では、不整合の内容を表示部１０１に表示し、詳細なエラー内容をユーザに
表示する。Ｓ８０７で整合性があると判断されると、ファイルリスト６０１の印字枚数が
１以上である画像を、印字設定モードに従って印刷する（Ｓ８０８）。そして印刷する画
像が無くなるまで、Ｓ８０８の印刷処理を行い、全てを印刷した後に、処理を終了する。
【００４６】
　図９は、図８に示すシートスキャン制御方式の全体を示すフローチャートにおいて、マ
ークシート解析処理に関する動作手順を示すフローチャートである。
【００４７】
　マークシート解析処理は、画像メモリ２０４に蓄積されているマークシートの画像デー
タから、読取制御部２０６で読み取った際の斜行量を測定し、各マーク位置の調整を行う
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（Ｓ９０１）。
【００４８】
　次に、印刷モード設定４０１を解析する。印刷モード設定４０１では、記録紙の項目が
マークされていれば、記録紙サイズ、メディアタイプ、フチあり／なしが設定されている
ことになるので、最初に、記録紙サイズがマークされているかどうかを調べる（Ｓ９０２
）。記録紙サイズにマークがあれば、印刷モード設定６０２の記録紙サイズにマークされ
た記録紙サイズを設定する（Ｓ９０３）。
【００４９】
　次に、メディアタイプを設定する（Ｓ９０５）。そして、フチあり／なしの設定を行い
（Ｓ９０７）、補正処理を解析する。Ｓ９０２で記録紙サイズがマークされていなければ
、Ｓ９０８に進む。
【００５０】
　従来のシートスキャン方式では、１枚のマークシートで印刷モードが確定するので、実
施例１のように記録紙に関するマークがされていなければ、エラー終了になる。しかし、
実施例１では、次のマークシートを読む可能性があるので、ここでは、エラー処理判断を
行わない。
【００５１】
　Ｓ９０８で、日付印字がマークされているかどうかを判断する。Ｓ９０８で日付印字が
マークされていると判断すれば、印刷モード設定６０２の日付印刷を有効にセットする（
Ｓ９０９）。Ｓ９０８で日付印字がマークされていなければ、印刷モード設定６０２の日
付印刷を無効に設定する（Ｓ９１９）。
【００５２】
　次に、Ｓ９０９で、自動画像補正がマークされているかどうかを判断する。自動画像補
正がマークされていれば、印刷モード設定６０２の自動画像補正を有効に設定する（Ｓ９
１０）。自動画像補正がマークされていなければ、印刷モード設定６０２の自動画像補正
を無効に設定する（Ｓ９２０）。
【００５３】
　実施例１では、日付印字、自動画像補正に対して、マークしていなければ、無効とし、
マークしてあれば有効としているので、前のマークシートの結果に対して、新しいマーク
シートの結果を上書き設定する。しかし、古いマークシートで日付印字、または自動画像
補正が有効になっていれば、新しいマークシートでマークされていない場合でも無効にし
ないようにしてもよい。
【００５４】
　また、日付印字、または自動画像補正の指定方法として、有効／無効のマークを用いる
ことによって、新しいマークシートで無効／有効のマークのどちらもマークされていなけ
れば、何も設定しない。これによって、前のマークシートの設定を有効にすることが可能
になる。
【００５５】
　次に、印刷モード設定４０１のオプション項目を解析する。Ｓ９１１で“次頁の印刷設
定を参照する”がマークされているか否かを判断する。マークされていなければ、Ｓ９１
２で、“次頁の画像を追加する”がマークされているかどうかを判断する。マークされて
いなければ、次頁のマークシートを読み取る必要が無いので、ＮｅｘｔＰａｇｅＲｅｑｕ
ｅｓｔＦｌａｇ変数をＮＯのままにし、Ｓ９１４に進む。Ｓ９１１と、Ｓ９１２とでマー
クされていると判断すれば、次頁のマークシートを読み取る必要があるので、ＮｅｘｔＰ
ａｇｅＲｅｑｕｅｓｔＦｌａｇ変数をＹＥＳに設定し、Ｓ９１４に進む。
【００５６】
　これによって、マークシート解析処理が終了した後で、再度、マークシートを読み取る
ことができる。
【００５７】
　次に、印字画像を検索する。Ｓ９１４で、図４に示すマークシートＭＳ１に印字されて
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いるバーコード４０３を解析し、このマークシートが印刷対象としている画像の先頭画像
番号と後端画像番号とを取得し、このマークシートで印刷対象としている画像数を計算す
る。Ｓ９１５では、Ｓ９１４で計算された画像数分を解析するために、カウント値ｉを０
に初期化する。
【００５８】
　そして、ｉ番目の画像情報のマークを解析し、印刷部数がマークされているかどうかを
判断する（Ｓ９１６）。印刷部数がセットされていれば、ファイルリスト６０１の印刷枚
数に、その値をセットする（Ｓ９１７）。この処理を、このマークシートに印字されてい
るＮ個の画像に対して行い、Ｎ個の全画像を全て検索したら、処理を終了する（Ｓ９１８
）。
【００５９】
　図４は、実施例１で使用するマークシートＭＳ１を示す図である。
【００６０】
　印刷モード設定４０１には、図３に示す従来のマークシートＭＳ１１と同様に、記録紙
サイズ、記録紙メディアタイプ、フチあり／なし印刷を指定するためのマークが設けられ
ている。
【００６１】
　画像が撮影された日付を、記録時に画像と合成して印字させるための日付印字する／し
ないを指定する日付印字マークが、補正処理として印字されている。また、画像の輝度、
彩度のヒストグラムと画像データに記載されている撮影条件とから、最適な印字品位を実
現するための画像補正を行うための自動画像補正を行うか否かを指定するためのマークが
、補正処理として印字されている。
【００６２】
　そして、実施例１の特徴である複数枚のマークシートを読み込むことが可能になるよう
に、オプションとして、“次頁の印刷設定を参照する”、“次頁の画像を追加する”のマ
ークが設けられている。“次頁の印刷設定を参照する”がマーキングされていると、記録
紙と補正処理との設定を、次のマークシートの設定に有効にすることが可能になる。
【００６３】
　これによって、印刷したい画像を指定するマークシートを印刷し、印刷画像をマークす
るだけで、印刷モード設定を記載し、既に使用したマークシートを用いることによって、
同じ印刷モードならば、わざわざマークする必要がない。
【００６４】
　また、“次頁の画像を追加する”がマーキングされていれば、現在のマークシートで印
刷指定された画像の他に、別のマークシートで指定された画像までも、印刷対象とするこ
とができる。また、複数枚あるマークシートのうちで、１枚に印刷モード設定をマークし
ておけば、各マークシートで指定された画像全てを印刷することができる。それらに、“
次頁の印刷設定を参照する”と、“次頁の画像を追加する”との両方がマークされていれ
ば、同様な動作を行わせることができる。
【００６５】
　また、画像情報４０２には、このマークシートで指定できる画像を縮小したサンプルイ
メージと、その画像の撮影された日付、印字枚数を指定するためのマークが備えられてい
る。画像情報４０２では、画像毎に印刷枚数を１部から３部まで設定可能である。この画
像を印刷しない場合、いずれの数字もマークしなければ、その画像の印刷部数はカウント
されない。
【００６６】
　また、画像番号範囲４０３は、このマークシートＭＳ１で指定されている画像がメモリ
カード内の画像の何番目から何番目までであるかを識別するバーコードである。
【００６７】
　さらに、各マークシートにおける画像番号範囲４０３を解析し、異なるマークシートで
、同じ画像を印刷対象としている場合でも、後から読み込んだ印刷部数を有効にするよう
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にしてもよく、前の印刷部数に加えた総枚数としてカウントするようにしてもよい。
【００６８】
　上記のように、マークシートに“次頁の印刷設定を参照する”、“次頁の画像を追加す
る”のマークを設け、それらの項目がマークされていれば、そのマークシートでの設定の
整合性をチェックせずに、次のマークシートを読み取る制御を行う。
【００６９】
　そして、新たに読み込んだマークシートの設定を優先し、印刷モードに登録する。これ
によって、複数枚のマークシートを使用して画像印刷する場合でも、いずれか１枚のマー
クシートに、印刷モード設定をマークしておくだけで、印刷したい画像の全てを印刷する
ことができる。
【実施例２】
【００７０】
　図５は、本発明の実施例２で使用するマークシートＭＳ２を示す図である。
【００７１】
　なお、実施例２の画像形成装置の構成、動作フローチャートは、実施例１の内容と同じ
であるので、それらの説明を省略する。
【００７２】
　印刷モード設定５０１の記録紙に関する項目、補正処理に関する項目は、実施例１につ
いて図４で説明したものと同じである。
【００７３】
　印刷モード設定５０１のオプション設定では、画像毎に印刷モード設定を指定する手段
として、画像情報５０２のサンプル画像の右下の四角いマーク５０３をマークするように
、ユーザに促すための説明が記載されている。
【００７４】
　マーク５０３は、画像毎に設けられ、マーク５０３がマーキングされた画像は、新しい
マークシートの設定を有効にすることができる。ただし、マーク５０３がマーキングされ
ていても、印刷部数が指定されていなければ、解析時に不整合でエラー終了になる。
【００７５】
　画像先頭番号と終端画像番号とを表すバーコード５０４は、図４で説明したものと同じ
である。
【００７６】
　図７は、実施例２で使用されるファイルリストと、印刷モード設定とを示す図である。
【００７７】
　実施例２では、画像毎に印刷モードを設定できるので、ファイルリスト７０１に印字設
定項目を設け、画像毎に別々の印字設定７０３と７０４とを指定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明の実施例１である画像処理装置の例であるＭＦＰ１００の概観を示す装置
斜視図である。
【図２】ＭＦＰ１００の構成を示すブロック図である。
【図３】従来のマークシートＭＳ１１の一例である。
【図４】実施例１で使用するマークシートＭＳ１を示す図である。
【図５】本発明の実施例２で使用するマークシートＭＳ２を示す図である。
【図６】実施例１で作成されるファイルリストと印刷モード設定とを示す図である。
【図７】実施例２で使用されるファイルリストと、印刷モード設定とを示す図である。
【図８】実施例１において、シートスキャン制御方式の全体の動作を示すフローチャート
である。
【図９】図８に示すシートスキャン制御方式の全体を示すフローチャートにおいて、マー
クシート解析処理に関する動作手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
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【００７９】
　１００…ＭＦＰ、
　ＭＳ１、ＭＳ２…マークシート、
　１０２…操作部、
　１０４…読取部、
　１０５…記録部、
　４０１…印刷モード設定、
　４０２…画像情報、
　５０３…四角いマーク。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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